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（DE IV 638, cf. DE IV 574）ことによって，我々が未だ何も思考していない
という事態そのものを開示することにある。それゆえ「思考の歴史」とはまた
同時に「思考の批判的歴史」（DE IV 632）であり，そこでは「永続的な再問


























































Les mots et les choses, Gallimard, 1966.（MC）
L’archéologie du savoir, Gallimard, 1969.（AS）
Surveiller et punir, Gallimard, 1975.（SP）
La volonté de savoir, Histoire de la sexualité I, Gallimard, 1976.（VS）
L’usage des plaisirs, Histoire de la sexualité II, Gallimard, 1984.（UP）
Dits et écrits, I～IV, Gallimard, 1994.（DE）
Les anormaux, Seuil/Gallimard, 1999.（A）
L’herméneutique du sujet, Seuil/Gallimard, 2001.（HS）
Le pouvoir psychiatrique, Seuil/Gallimard, 2003.（PP）
Naissance de la biopolitique, Seuil/Gallimard, 2004.（NBP）
盧 フーコー自身は，「経験」という概念が『狂気の歴史』以来既に問題となってい
たが，これまではその概念の練り上げが不十分であったことを最晩年に認めてい
る。Cf. DE IV 579, DE IV 581 etc.
盪 ジェラール・ルブランは『言葉と物』における現象学への隠された批判について
示唆に富む考察を行なっている。Cf. Gérard Lebrun，«Note sur la phénoménolo-





である。Cf. Gilles Deleuze, Deux régimes de fou et autres textes, Minuit,






るのは，意識の哲学ではなく概念の哲学である」（Jean Cavaillès, Œuvres com-






眈 この沈黙についてはデリダも既に言及していた。Jacques Derrida, Psyché, Gali-
lée, 1987, p. 613, note 1.
眇 エピステモロジーに属しながら，ハイデガーの存在論をもその中に統合するよう
な数理哲学を構想していた哲学者として，我々はアルベール・ロトマンという例
を持っている。Cf. Albert Lautman, Nouvelles recherches sur la structure dia-
lectique des mathématiques, Hermann, 1939.
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